










A Study on Basic Factors in Juvenile Delinquency 
































員 指数 指数 員 少年 成人人 人
昭和25年（1950) 148,807 130 114 384, 784 27. 9 8.6 8.5 
26 (1951) 157, 549 138 113 380, 142 29. 3 9. 0 8.2 
27 (1952) 133, 741 117 106 359,182 27.1 7.5 7.6 
28 (1953) 115, 942 101 102 343, 754 25.2 6.4 7. 1 
29 (1954) 109, 779 96 101 340,436 24.4 6. 0 6.8 
30 (1955) 111, 126 97 105 355,393 23.8 6.1 7.0 
31 (1956) 114, 527 100 100 337, 564 25.3 6.4 6.5 
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32 (195η 128,699 112 100 338,889 27. 5 7. 0 6.2 
33 (1958) 136,126 119 92 310,089 30. 5 7.1 5. 7 
34 (1959) 152,838 133 88 297,603 33.9 7. 6 5.4 
35 (1960) 167, 170 146 83 280,929 37. 3 8.2 5.0 
36 (1961) 185,140 162 83 280,255 39.8 9. 0 4.9 
37 (1962) 189,301 165 76 256,899 42.2 9.2 4.4 
38 (1963) 193,048 169 74 248, 321 43. 7 9. 5 4.1 
39 (1964) 195, 269 171 78 262, 402 42. 7 9. 7 4.3 
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40 (1965) 184, 926 161 77 259,877 41. 6 9.2 4.2 
41 (1966) 172,255 150 75 254, 771 40. 3 8.5 4.0 
42 (1967) 151,506 132 72 243,518 38. 4 7. 8 3.8 
43 (1968) 138,819 121 72 244,260 36. 2 7.5 3. 7 
44 (1969) 129, 627 113 70 236,190 35.4 7.3 3.5 
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45 (1970) 140,221 122 71 239,293 36. 9 8.3 3.4 
46 (1971) 133,324 116 67 227, 575 36. 9 8. 1 3.2 
47 (1972) 130,477 114 67 224,612 36. 7 8.0 3. 1 
48 (1973) 139,885 122 67 224,678 38.4 8. 7 3.0 
49 (1974) 144,889 127 67 225,343 39.1 9.0 3.0 
50 (1975) 145, 763 127 67 225,652 39. 3 9.0 2.9 
51 (1976) 143,421 125 66 222,186 39. 2 9.0 2. 9 
52 (197η 147, 823 129 66 223,100 39. 9 9. 0 2.8 
53 (1978) 170,018 148 67 224, 941 43.0 10.2 2.8 
54 (1979) 176, 776 154 62 208,538 45.9 10.5 2.6 
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お」？ 凶悪・粗暴犯 窃盗・横領犯 その｛也 た口λ 言十凶悪犯 粗暴犯小計 窃盗犯 横領犯小計
47 
年（人）
2, 848 19, 011 21, 859 71, 806 1, 477 73,283 5, 709 100,851 
54 年 1, 718 16,151 17,869 110, 215 7, 906 118, 121 7,168 143,158 
55 年 1, 930 19, 886 21, 816 126,254 10,069 136,323 7, 934 166,073 
5年5減率増
対4~年%） ム32.2 4.6 ム 0.2 75. 8 581. 7 86.0 39.0 64. 7 
対54年 12.3 23. l 22.1 14.6 27. 4 15.4 10. 7 16.0 0 
す（人）
47年に対 る ム 918 875 ム 43 54,448 8,592 63,040 2,225 65,222 55 の増減数
①資料出所 ：警察庁調べ




白書は，この事実について，「第3のピ クーは， 専ら，窃盗及び横領とい う，いわゆる と遊び型
非行ミの増加によってもたされたものといえる。Jと指摘している。













／ー ーー ーー －－，自動率盗（119)
〆 ／侵入盗 (103)
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触法少年 ,g 、 言十
16歳未満
14, 15,16歳 17,18, 19歳小 計 少年の計
47 年 （人） 58,245 42,606 100,851 36,129 136,980 94, 374 
55 年 115, 710 50, 363 166,073 53,883 219,956 169, 593 
（%） 
増減率 98. 7 18. 2 64. 7 49.1 60.6 79. 7 
（人）










































































































している点に，現在の非行，と りわけ 「甘え型非行」問題の原点がある。 （甘え型非行の）再犯
率は低いが，再犯少年の実数は増加傾向にあり，いつまで一過性の非行と云いうるのか，そう









年 次 数 遊 び 困窮 手lj 告文 その ｛也生活苦
51 年 100.0 19. 8 1. 3 62.9 16.0 
(6, 575) 
52 100.。 19.6 1. 3 64. 9 14.2 
(6, 271) 
53 100.0 23.0 1. 4 66.3 9.3 
(7, 168) 
54 100.0 24.3 0. 8 66. 1 8. 7 
(7, 363) 
55 100.0 25.4 0. 7 67.6 6.3 
(8,52η 











































日 家庭内暴登校力 家庭内登暴力 家庭内暴非力家庭内暴力のみ ＋ 拒否 ＋ 校拒イ芦丁 ＋行非性格・ 態度 比率 性格 ・態度 比率 性格 ・態度 比率 性格 ・態度 比率
1 わがま ま 55.7 わ が まま 66.2 わ カず まま 76.0 わがまま 78.6 
2 而すィ宝カずない 43.7 耐 性がない 53.4 耐 性がない 73.3 耐性 がない 65. 7 
3 反 抗 的 40. 7 反 抗 自句 42.0 反 抗 的 59.2 反 抗 的 62.4 
4 神 経 質 34.3 ヰ申 経 質 41. 0 行 動が極端 46. 1 落ち着きがな 39.8 し、
5 内 向 的 31. 6 内 向 自句 39.7 依 存 自旬 36.9 Jレ ズ 38.9 
6 ｛衣 存 的 27. 3 4衣 存 的 31. 5 Jレ ズ 34.2 行動 が極端 38. 4 
7 成 績 上 位 26. 3 行 動が極端 29.6 落ちつきがな 33.6 ｛衣 存 自旬 34.0 し、
8 ま じ め 22.8 落ちつきがな 23.2 ふま じ め 26.6 ふま じ め 33.0 し、
9 憶 病 21. 3 成績 上位 22.8 内 向 自句 25.5 内 向 自旬 21. 2 
10 行動が極端 19. 4 ま じ め 20. 5 ネ申 経 質 20.6 宇中 経 質 18.3 
11 引込み思案 16. 5 Jレ ス 19. 1 憶 病 16.8 あきらめやす 16. 5 しミ
12 潔 "- き 16. 4 潔 ／て き 18. 7 あきらめやす 14. 1 l憶 病 13.6 、
13 落ちつきがな 16.4 凡 帳 函 17.8 成績上 位 13.0 明 る しミ 12.0 し、
14 Jレ ズ 13.9 憶 病 17.8 日月 る p 9.2 成績 上位 9.8 
15 完 全主義 13.4 引込み思案 17. 3 ま じ め 8.6 潔 "- き 6.2 
16 九 帳 面 12.9 完全 主義 15.0 引込み 思案 8. 1 引 込み思案 6.0 
17 f並 l順 8.9 t詰i H頃 10. 5 九 市長 面 7.0 ま じ め 4.6 
18 日月 る 、 6. 9 あきらめやす 7.3 f足 Ji国 6.5 従 H頂 4.6 し、
19 あきらめやす 4.9 日月 る しミ 4. 1 潔 ノ、ミ き 5.9 九 帳 面 3.8 し、
20 ふまじめ 3. g, ふま じ め 0.9 完全主 義 4目8 完全主 義 2. 9 
合計 437.2 498. 4 526.0 510.3 
平均 4.4 5.0 5.3 5. 1 
32 古j頼・少年非行に関する一試論








有害環境と の 接触 中学生 高校生 勤労者等
喫茶店 ・スナックへ行く 。 。 ＝ 
ゲ ムー・ センター へ行く () ＝ 
自動販売機からポルノ雑誌を貿う 。 ＝ 
ディスコで遊ぶ 。 乙』 。
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29. 2j 36.司31.~ 4 7.Q 44. Q 53. 2j24. 41 49.司38.1 20. 2j 30. 0 
10.0 
5.6 
14. 13. 9. 10. 6. 10. 6. 1 17. 38.1 23. 7. 7 
14. 17. 1 13. 8. 13. 3. 21. 20. 8.1 
7. 19. 8. 10. 13. 21. 7. 0 
6. 8. 5. 1. 2. 15. 8. 4 
6. 5. 7. 11. 21. 1. 4.4 
4. 7. 5. 12. 14. 10. 8. 16. 6. 3. 1. 9 
11. 32. 19. 12. 14. 9. 21. 6. 1. 1.1 17.9 
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合計は，日本は，全体的にも，男女別でも，アメリ カの約2倍であり， 親子聞の接触・ 交流は，
やや貧困のよう に思われる。さらに，その貧しさは，頻度についてだけではな く，取り あけ、ら
図13 お父さんやお母さんとよく話し合うか
（%） 
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38 古瀬 ：少年非行に関する一試論
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佐々木秀一教授のご退任にあたり，先生より項きました公私にわたるご懇切なご助言に対し
心より御礼申しあげます。これからも一層ご健勝で，私どもをご指導下さいますようお願い申
しあげます。
